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はじめに
日本では少子高齢化が進み，平成 25年 10月 1
日調べ（内閣府平成26年度版高齢社会白書）では，
65歳以上の高齢者人口の総人口に占める割合（高
齢化率）は 25.1％と過去最高を記録している。高
齢者人口増加の中，高齢者の社会活動への参加も
活発で，自主的なグループ活動への参加は，10
年前に比べて 6.2%の増加がみられる。その一方
で，少子高齢化に伴い，高齢者層と若者層の日常
的な交流機会が減り，地域コミュニティが弱体化
していく傾向もみられている（2014, 廣田）。
高齢者は，「自治会」といった地区ベースの社
会関係資本を築く一方で，子育て世代は，対面・
SNSなどをうまく使い分けて社会関係を広げて
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要 約
高度成長期に流山に住居し始めた高齢化が進む旧住民と，「母になるなら流山」というキャッチフレーズで子育ての
しやすさを打ち出し，近年，流入してきた子育て世代（新住民）を，双方の持つ社会的資源の交換を促すことによって，
魅力的な，まちづくりの担い手となっていくと考え，「ゴーヤ」をツールとして交流させた。
本研究で明らかになった点は，①世代間交流のツールとしての「ゴーヤ」の有用性と限界②プログラムに関わる資
源に対する重要性の確認不足③プログラム実施結果，関係者が受け取るインセンティブの不平等，である。
本研究によって，「ゴーヤ」というツールを用いての世代間交流の場を設けることは可能性の一端は確認されたが，
課題が明確になったため，今後の改善がのぞまれる。
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いく。この双方の持つ社会的資源の交換を促すこ
とによって，魅力的な，まちづくりの担い手とな
っていくと考え，参与観察を行うこととした。本
論文では，1970 年代の高度成長期に流山に住居
し始めた高齢化が進む旧住民と，「母になるなら
流山」というキャッチフレーズで子育てのしやす
さを打ち出し，2000 年代に流入してきた子育て
世代（新住民）を，「環境モニタリング」をツー
ルとして交流させた試みと，その結果を報告する。
1．背　景
筆者らは，環境のモニタリングを行う市民を，
まちづくりの担い手としてとらえ，モニタリング
スキル向上の方法論を模索してきた（惠ら
,2013）。その中で成果を挙げているのが，流山市
美田地区の「NPO流山ゴーヤカーテン普及促進
協議会（以下，ゴーヤクラブ）」である。夏場の
電力削減を目標とした緑のカーテン作成と，温度
測定などの環境モニタリングスキルだけでなく，
その成果をインターネットを通じて発信していく
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スキルもあわせて向上していることが確認され
た。しかし，美田地区を長年にわたり強力なリー
ダーシップのもと束ねてきた松島英雄会長の交
代，自治会の高齢化といった課題が浮かび上がっ
ている。
そこで，モニタリングスキルは高いが高齢化が
進む美田地区のメンバー（旧住民）と，流山市の
マーケティング戦略によって流入してきた子育て
世代（新住民）をつないでいくことを目的として，
そのためのツールとして「環境モニタリング」を
用い，「ゴーヤの育て方や，育てる意義」などに
ついて高齢者がレクチャーする場をマネジメント
し，子育て世代にはSNSを利用した情報発信を
行うよう促すなど，両者が交流する場を設定した
うえで，参与観察を行った。
2．先行研究の整理
厚生労働省によって策定された「放課後子ども
総合プラン」（1）は，増加する共働き家庭の子ど
もたちに対する放課後教育の重要性を説き，放課
後児童クラブ，いわゆる学童の整備を掲げ，各市
町村に対する行動計画策定指針や，放課後の学校
教室の解放やそれに伴う責任の所在などを明らか
にするなどの対応策を示すものである。具体的施
策である一方，学童の増設に伴う，人材の雇用や
養成には，時間も経済的投資も必要であるため，
このやり方が定着するまでの障壁は高い。そこで，
保育，社会学といった学術領域では，ここ数年，
学童に地域の高齢者を招き，世代間交流をはかる
実践的研究の報告が増加している。
そもそも，子育てを地域の高齢者がボランティ
アとして見守る動きは，町づくりの観点から学際
的領域での事例研究報告が数多く挙がっている。
小石らは，子育て支援ボランティアの活動に着目
し，ボランティアをする側，される側の意識調査
から，両者の間に地域ぐるみで子育ての輪を広げ
ている，子育てを地域みんなで支えている実感を
持っていることを明らかにした（小石ら ,2014）。
つまり，ボランティアスタッフである地域の高齢
者が聞き役となることで，子育て中の母親世代に
安心や安らぎを与えるという，世代間交流が生ま
れる。これが「地域を支える」という共通意識を
生むと考えられる。参加者に共通した意識や感覚
の共有が生まれることが，こうした活動の満足度
や継続性の原動力となる。
一方，学童と高齢者の交流を通じて得られるも
のは，世代を超えたネットワークであり，ソーシ
ャル・キャピタルを中心に議論を進める傾向が多
くみられる。なお本稿におけるソーシャル・キャ
ピタルは，Putnamに従い，「調整された諸活動を，
活発にすることによって社会の効率性を改善でき
る，信頼，規範，ネットワークといった社会組織
の特徴」と定義しておく（Putnam,1993）。例えば，
村山らは，高齢者の地域活動についての継続性や
行政と地域住民との協働の重要性を説き，そうし
たプログラムの普及による多世代交流が，ソーシ
ャル・キャピタルの醸成につながることを見出し
た（村山ら ,2013）。しかし，ソーシャル・キャピ
タルの醸成のような人的資源を手にいれること
は，長い目でみれば財産であるが，子育て支援ボ
ランティアのような，その場で問題が解決すると
いった短いスパンでのインセンティブとはいえ
ず，利益を享受したという実感は少ない。
実際，学童と高齢者の交流をはかった森田らは
学童保育における世代間交流の継続的実践から，
12 カテゴリーの課題を見出した（森田ら
,2015）。それらは，学童保育（運営や指導員），
子ども，高齢者，子どもの保護者，学校関係者，
プログラム企画者，運営者といった多様な関係者
が存在しており，関係者の合意形成を得ることの
難しさ，そして，関係者の目的意識や，利益につ
いての考え方の方向性の違いを問題視するもので
ある。これに関連し藤原は，学童における世代間
交流プログラムを普及させるために，参加者に何
らかのインセンティブをもたらすことの重要性を
説いている（藤原ら ,2012）。
高齢者が学童に入るメリットは時間的余裕や地
域社会との接点作りであると考えられるが，受け
入れる側である指導員のメリット，子どもは何を
受け取るべきであるのか，問題の所在は先行研究
で明らかになっているものの，具体的解決策に関
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する成果はまだ少ない。よって，本研究では実践
的な手法により，問題を具体化し，参加者にメリ
ットを与えるプログラム開発の検討を行っていく。
3．調査概要
3-1　対象
3-1-1　流山市美田地区
流山市美田地区は，流山市の中央東側に位置し，
柏市に近接する。元は，日立グループの不動産会
社である中央商事株式会社（現株式会社日立アー
バンインベストメント）により宅地造成された日
立製作所社員向けの住宅地である。現在も，住民
の約 75%が日立グループ会社の社員もしくは退
職者およびその家族であることが大きな特徴であ
る。同じ組織に所属している場合，組織に対する
誇りや愛着が元から存在しており，美田地区は，
組織に対する誇りや愛着から，地域コミュニティ
に対する誇りや愛着を育てやすい環境にあったと
いえる。
昭和 46年（1971 年）5月 1日に「美田」とい
う地名が誕生し，昭和 49年（1974 年）3月に自
治会が発足した。現在は 6代目の元川氏が平成
27年より会長を務めている。前会長であり，現
名誉会長を務める松島英雄氏は，10年の任期を
務めて，地域活動に大きく貢献してきた。
美田地区は，平成 26年度 4月 1日調べでは，
高齢化率が 40.9%と非常に高い（流山市ホーム
ページより筆者が算出）。地域で活躍している世
代は，70代が中心となっており，次世代のコミ
ュニティの担い手が育っていないという懸念があ
る（2014，廣田）。
美田地区では地域コミュニティ活動が盛んで，
温暖化防止・環境活動としてゴーヤによるグリー
ンカーテン作成を推進する「グリーン・ぐりーん
大作戦」もそのひとつである。平成 21年 11月に
は，温暖化防止を目的にした千葉県地球温暖化防
止活動推進センター主催「CO2CO2（コツコツ）
ダイエット」選考会で最優秀賞に選ばれ千葉県代
表として全国大会へ出場した。平成 22年 2月に
東京で開催された環境省主催の「ストップ温暖化
一村一品大作戦」全国大会では千葉県代表として
発表し，環境大臣より「優秀賞」を受賞した。そ
の後，流山市全体にグリーンカーテンを普及させ
る運動を行う団体として，「NPO流山ゴーヤカー
テン普及促進協議会（通称：ゴーヤクラブ）」が
誕生し，美田地区のメンバーを中心に活動を行っ
ている。
3-1-2　学童施設そよかぜルーム
「学童施設そよかぜルーム」は，流山市のNPO
法人「Riseup（女性サポート実行委員会）」が運
営する学童施設のひとつである。
「Riseup（女性サポート実行委員会）」は，子
育て中の女性にも輝ける場を提供することを目標
とし，個人が持っている資格や経験を生かせる場
を見つけるため，社会関係資本を築く手伝いをす
ることを掲げている団体である。主な活動として，
子育て中の女性が参加できる講座やサロンの運
営，情報誌の発刊，講座やショップ開催の補助，
学童クラブの運営がある。
本論文で対象とする「そよかぜルーム」は，「Rise
up」の運営する学童施設のひとつであり，流山
市立八木南小学校校舎内の 1室を借りて運営して
いる。八木南小学校は，流山市芝崎にあり，流山
市の南側に位置する。
学童施設を利用する児童の人数は 26名で，学
年別の内訳は，4年生 2名，3年生 8名，2年生
8名，1年生 10名となっている。指導員の人数は，
常勤 1名とパート 3名の 4名で，常時 2名の指導
員が勤務している。保育時間は，授業終了後から
19:00 までで，授業のない土曜日や長期休暇中の
保育時間は 7:30 〜 19:00 となっている。
3-2　実施プログラム
「ゴーヤカーテンの観察会や自由研究を通して，
ゴーヤカーテンの役割と研究の楽しさを知っても
らう」ことを学童保育での表向きの目標とし，表
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1 に示すスケジュールでプログラムを実施した。
表 1　ゴーヤカーテン観察会の学童保育プログラム
日付 内容
5月 29日 ゴーヤの苗植会
ゴーヤクラブによる「ゴーヤの育て方講習会」
カレンダーへの気温と成長の記録の方法説明
と記録開始
定点カメラの設置
6月 20日 そよかぜルーム保護者会で，ゴーヤカーテン
観察会の取り組みの案内を配布してもらう
7月 23日 ゴーヤクラブによる「熱環境・温暖化防止の
講習会」
ゴーヤクラブによる「ゴーヤの観察会」
プログラムをサポートする学生と児童の顔合
わせ
観察の記録の作成
7月 30日 大学プログラム　ゴーヤの観察「見る，切る，
味わう，考える」
ゴーヤアイスの試食
ゴーヤレシピ冊子とゴーヤクラブの案内を保
護者に配布
8月 18日 大学プログラム　「ゴーヤ観察のまとめ講習
会」
ゴーヤ観察のまとめの新聞の作成
流山市のゴーヤカーテン見所マップの配布
3-2-1　ゴーヤの苗植会
まず初めに高齢者と学童の子どもたちをつなぐ
ツールである「ゴーヤ」を育て，成長を共有する
ための「ゴーヤの苗植会」を5月 29日に実施した。
この苗植会は，両者の初顔合わせとなるばかりで
なく，指導員やプログラム企画者の，交流の場と
して設定した。ゴーヤクラブのメンバーにとって
は，知識の提供の場および，地域の将来的担い手
である子どもとの接点が，一方の児童にとっては，
ゴーヤクラブメンバーからの知を享受し，「地域
のおじさん」との接点が構築されることを期待す
るものである。
「ゴーヤの育て方講習会」では，「ゴーヤ苗植え
付け後の育て方」というタイトルの，写真や絵を
使用した紙芝居で「水やりを忘れない」や「てき
しんをしよう！」等の内容を説明がされ，収穫ま
での様子が紹介された（図 1）。その後，ゴーヤ
クラブの指導の下，児童たちは学童保育の教室の
前に 15本の苗の植え付けを行った（図 2）。
この日より，毎日，児童たちは気温と成長の記
録用紙（図 3）への記録と，ゴーヤへの水やりを
開始した。
気温の記録用紙として，図 3に示すような温度
と天気が記入できるカレンダーを外気温と室内気
温用の 2セットを用意した。児童が飽きずに気温
の測定を継続できるように，ゴーヤクラブのキャ
ラクターである「ゴーヤちゃん」を配し，天気を
図 1　「ゴーヤの育て方講習会」の様子
図 2　苗の植え付けの様子
図 3　気温の記録用紙
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判子で押せるように準備した。
成長の記録用紙として，1週間に 1回，ゴーヤ
が伸びた高さを記録できるグラフを用意した。ゴ
ーヤの成長を体感できるように紙テープでゴーヤ
の高さを測り，そのままグラフに貼り付けて記録
できるようにした。
3-2-2　保護者への案内
「ゴーヤ」を育てている子どもを通して，高齢
者と子育て世代をつなぐため，保護者向けの案内
を作成した。保護者へゴーヤカーテンを育ててい
ることに興味関心を持っていただき，最終的には
インターネット等を通じてゴーヤクラブのメンバ
ーと交流できるようになるための第一歩とするこ
とが目的である。
「夏休みの自由研究に向けた子どもたちとの取
り組み」というタイトルで，江戸川大学内の研究
チームとゴーヤクラブが協力して，「緑のカーテ
ン」の普及と，それに伴う環境への気づきをもっ
てもらう活動を進めてきたこと，流山市内の小学
校に「緑のカーテン」を設置していること，ゴー
ヤカーテンの育成と観察を通して考えること，研
究することの楽しさを知ってもらいたいと考えて
いることを伝える内容で作成した。
本案内は，6月 20 日に実施された保護者会で
配布し，Riseupより説明を行っていただいた。
児童が学童保育中に行ったゴーヤカーテンの観
察と実験の内容を，夏休みの自由研究という形で
家庭で仕上げることにより，保護者のゴーヤカー
テンへの関心が高まり交流が活発になることがね
らいだったが，自由研究には各家庭のこだわりが
あり，ゴーヤカーテンの観察を取り入れていただ
くことが難しかった。そのため，プログラムの内
容を「自由研究に向けた取り組み」から「ゴーヤ
により地球環境に関心を持ち，研究の楽しさを知
ってもらう」内容に変更した。
3-2-3　 熱環境・温暖化防止の講習会とゴーヤ
の観察会
児童にゴーヤのもたらす涼しさと地球環境への
寄与を学び，継続的関心を持ってもらうため，7
月 23日に「熱環境・温暖化防止の講習会」を行
った。
「熱環境・温暖化防止の講習会」では，ゴーヤ
クラブより，地球温暖化の問題と，ゴーヤカーテ
ンの有効性を説明した。地球温暖化というテーマ
は，小学校低学年には難しい話であるため，写真
や絵を多く使い，「ゴーヤの実の数当てクイズ」
やゴーヤカーテンに囲まれた協議会名誉会長の自
宅写真をはさんで，飽きさせない工夫を行ってい
た。
講習会終了後，ゴーヤクラブメンバーと児童と
で，観察するテーマを「つるの巻き方」と「雄花
と雌花の違い」とし，ゴーヤカーテンの観察会を
行った（図 4）。フリーフォーマットでまとめた
図 4　ゴーヤカーテンの観察の様子
図 5　ゴーヤカーテン観察日記の一例
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観察記録を図 5に示す。
今回の目的は，ゴーヤを育てている意義を児童
が理解することであったが，地球環境の話より，
間に交えたクイズや協議会名誉会長の自宅写真が
強く印象に残ってしまったこと，観察会のテーマ
を「つるの巻き方」と「雄花と雌花の違い」に設
定したことによりゲーム感覚の楽しさが先にきて
しまい，「ゴーヤを育てる→涼しい！」という構
図が定着せずに，児童が一時的に楽しめる会にな
ってしまったことが反省点である。
また，観察会を始める前に，ゴーヤは伸長して
いくのを安定させるために，つるが右巻きのもの
も左巻きのものもあること，雄花の雌花の見分け
方を児童に伝えてしまったために，「なぜ？どう
して？」を自分で探すことができず，ただの雄花
と雌花を見つけるゲームになってしまった点も改
善すべきである。教育的な立場に立った場合は，
答えを言わずに相手に考えさせることが大切であ
ることをゴーヤクラブメンバーにも伝えておくべ
きであった。小学生を相手に教えるという立場に
立った場合の基本的なスキルは身に付けておく必
要があると感じた。
観察日記のフォーマットをフリーフォーマット
にしたため，観察すべき点が漠然としてしまった
ため，次回は様々な観点から観察を行えるような
フォーマットを構築することとした。
3-2-4　 ゴーヤの観察「見る，切る，味わう，
考える」
筆者らは成長段階で環境について考え，体験し
た記憶は，将来の環境モラルの形成に大きな影響
を与えると考えている。そこで，児童たちのゴー
ヤの記憶を確かなものにするため，7月 30日は，
大学主体で，五感に訴えるゴーヤ観察プログラム
を実施した。児童を 5〜 6人ずつのグループに分
け，1グループにつき 1名の大学生がサポートと
してつき，グループワーク形式で観察を行った。
まず，ゴーヤの葉の観察から行い，大きさ・色・
形・においを調査してワークシートに記入した。
次に，ゴーヤの実の観察を行い，長さ・色・形・
におい・感触・重さを調査してワークシートに記
入した。次に，ゴーヤの実を切って中身について
観察を行い，長さ・色・形・におい・感触・重さ・
種の数を調査してワークシートに記入した。最後
に，調査結果について「見つけたこと・気づいた
こと」をまとめ，ワークシートに記入した。図6に，
ワークシートの記入の結果の一例を示す。
「見つけたこと，気づいたこと」には，「はっぱ
にとげとげがあった」「たねがたくさんあった」「よ
こにきったらおもしろいかたちをしていた」等の
気づきが見られた。
前回の反省を踏まえ，今回はワークシートを作
成し，五感という切り口から児童がゴーヤを観察
するようにリードすることができた。
観察の後，ゴーヤクラブが企画・ゴーヤの提供・
販売をしている「美田ゴーヤアイス」を提供して
いただき，児童はゴーヤを「味わう」を体験した。
保護者に学童で行っているゴーヤの取り組みに
関心を持っていただき，交流を活性化させる取り
組みの一環として，ゴーヤクラブで作成した「ゴ
ーヤレシピ冊子」を児童に配布し，自宅でもゴー
ヤ料理を作ってもらうように促した。また，ゴー
図 6　ゴーヤ観察ワークシート記入の一例
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ヤクラブの活動の案内のリーフレットも配布し
た。リーフレットにはゴーヤクラブのホームペー
ジとFacebookページの案内も掲載されており，
インターネットでの交流の橋渡しとする狙いもあ
る。
3-2-5　ゴーヤ観察のまとめ
8 月 18 日に，今までのゴーヤ観察の記録を振
り返るまとめの会を行った。ゴーヤを育て，環境
について考えた記憶を確かなものするための，振
り返りの作業である。
大学側から，「児童が育てたゴーヤの成長の過
程」・「ゴーヤカーテンをサーモグラフィーカメラ
で撮影した写真」・「今まで記録してきた気温と成
長のグラフ」により，ゴーヤカーテンを育てて，
児童たちの周りにどのような変化が生まれたかを
考えるための材料を提示した。その後，グループ
ワークで，観察してきた様々な材料を自分たちな
りに組み合わせ，まとめの新聞の作成を行った（図
7）。
まとめの新聞のフォーマットは，図 8に示すよ
うに，最上部に大見出しを作り，新聞全体のテー
マを記入できるようにした。1段目の左と 3段目
の右には，写真やグラフを貼ったり，絵を描ける
ようなスペースとした。3段目左に，四コマ漫画
を記入するスペースを用意した。
最上部に大見出しを設定することにより，新聞
のテーマをグループで最初に決定し，共有しなが
ら他の部分の作成を行えることができた点が良か
った。大見出し以外の枠組みについては，児童た
ちは枠組みを気にせずに記入や貼付を行っていた
ため，フリーフォーマットでも良かったように思
う。印刷の都合で，フォーマットの左右に余白が
できてしまったが，低学年の児童がその部分に絵
を描いたり，ゴーヤクラブのキャラクターである
ゴーヤちゃんの絵を貼って参加できるスペースと
なりよかった。
まとめの新聞を作成することにより，夏の間に
児童が行ってきた水やりや気温の測定，成長の記
録を，児童が理解しやすい形式にまとめることが
でき，記憶に残る作業になった。
また，保護者に学童で行っているゴーヤの取り
組みに関心を持っていただき，交流を活性化させ
る取り組みの一環として，市内の公共施設でゴー
ヤカーテンを育成している場所と見所を記載した
「流山ゴーヤ見どころマップ（図 12）」を大学で
作成して児童に配布し，家に持ち帰って家族と見
図 7　ゴーヤ新聞作成の様子
図 8　ゴーヤ新聞フォーマット
図 9　観測結果のまとめのグラフ
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学に行っていただくように促した。
次に，参考までに児童に提示したコンテンツに
ついて説明する。
図9に観測結果をグラフにまとめたものを示す。
成長の様子を記録し，タイムラプス動画作成の
ために設置した定点カメラの設置方法を図 10に
示す。1時間に 1回の撮影を実施し，設置期間に
およそ 1800 枚の写真を撮影した。
しかし，カメラを屋内の設置可能な場所で撮影
したため，窓ガラスの状態によりピントが合わな
かったり，かなり遠くからの撮影になり，よく成
長を撮影できたとは言いがたい。今後は，屋外に
カメラを設置できるようにすることが望ましい。
図 11に，サーモグラフィーカメラでゴーヤカ
ーテンの表面温度を測定した写真と普通のカメラ
で撮影した写真との対比を示す。サーモグラフィ
ーカメラによる対比は児童に分かりやすく，訴求
力が高かった点で有効であった。児童がすごす教
室にゴーヤカーテンがあるときとないときで比較
できるとより効果的であったが，サーモグラフィ
ーは表面温度を計測するため，ガラス窓は比較的
温度が低くなってしまい，用途に合った写真は撮
影できなかった。
図 12に「流山ゴーヤ見どころマップ」を示す。
児童とその家族が，流山でのゴーヤの取り組みに
興味を持ち，実際に足を運んでいただくことを目
的に作成した。ゴーヤカーテンを積極的に育てて
いる流山の公共施設について，実際に足を運んで
調査・写真撮影し，見所を確認している。
図 10　定点カメラの設置方法
図 11　サーモカメラと普通カメラの比較
図 12　流山ゴーヤ見どころマップ
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インターネットが交流の場となるように，紙媒
体と同時にGoogleMapでも作成し，Facebook
でも公開した。普段のゴーヤクラブのFacebook
での記事は，通常 100 リーチ前後である中で，
500近いリーチ数を記録し，一般的には高い関心
を寄せていただいた。
3-3　SNSによる交流
そよかぜルームが普段から児童の様子を家庭に
知らせるために「そよかぜブログ」というブログ
を使用している。一方，ゴーヤクラブではFace
bookを使用して活動の報告を行っている。
「そよかぜブログ」でそよかぜルームの指導員
の方にゴーヤカーテンの育成の様子を公開しても
らい，ゴーヤクラブのメンバーに閲覧して，育成
状態についてアドバイスしていただくようにお願
いした。表 2に，そよかぜルームからの交流働き
かけと，ゴーヤクラブからの働きかけ，それに対
する応答をまとめた。
期間中，「そよかぜルーム」のブログは 5回更
新された。1回目の更新時，そよかぜルームから
ゴーヤクラブのFacebookページに書き込みがあ
った。ブログのリンクと，今後，ブログで成長を
報告するのでアドバイスをいただきたいとの内容
であった。その書き込みに対し，流山ゴーヤカー
テン普及促進協議会から「いいね！」を押下して
おり，交流の確認ができる。その後，ゴーヤクラ
ブのメンバーから育成のアドバイスをそよかぜブ
ログに書き込もうと試みるが失敗していること
が，6月 11 日のメールよりうかがえる。この失
敗の原因は，そよかぜブログの設定がコメントの
表示をブログの管理者が確認してから表示する設
定になっていたためであり，そのような書き込み
に 1ステップ必要な場は，そよかぜルームのスタ
ッフ，ゴーヤクラブのメンバー，保護者が交流す
る場としては，踏まなければならないステップが
多すぎたと考えられる。その後，両者は接点を持
つことなく，独自に情報発信を行っている。もと
もと，そよかぜブログは保護者に対しても一方通
行のツールであったため，交流の場とし活用する
のに適していなかったといえる。
表 2　SNSでの交流の履歴
日付 そよかぜルームから 接点 ゴーヤクラブから
6月 1日 ゴーヤクラブのFacebook に投稿「ゴ
ーヤカーテンを作り始めたこととアド
バイスをブログで欲しいとのこと」
ゴーヤクラブより投稿に「いい
ね！」押下
6月 11 日 RiseUp 代表から返信「確認してみ
ます」
会長よりRiseUp 代表宛にメール「ブログ
拝見してコメントしたいが，コメントがう
まく入れられない」
7月 10 日 Facebook 更新「ゴーヤカーテン育苗状況を
見てきました。（八木南小学校）」
7月 23 日 ブログ更新「ゴーヤの会の様子の報告
と，ゴーヤの収穫が順調で，持ち帰っ
ているお友達もいるとのこと」
Facebook 更新「「ゴーヤの話」「ゴーヤカー
テン観察会」そのご「感想文」書きを行い
ました。子供とふれあい，童心に返った半
日でした。」
7月 30 日 ブログ更新「ゴーヤの会の様子の報告。
ゴーヤのことを勉強し，ボランティア
学生と遊んだこと，ゴーヤアイスの感
想等記述」
8月 1日 ブログ更新「ゴーヤや外気測定の写真
とゴーヤの収穫報告」
8月 10 日 ブログ更新「ゴーヤが心配で水やりに
来た」
8月 11 日 ブログ更新「リアルゴーヤちゃんの写
真」
8月 17 日 Facebook 更新「ゴーヤの見どころマップ」
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また，ゴーヤクラブのFacebookの記事を見て
も，SNSを使用していながら，ほぼ一方通行の
情報発信にとどまっており，インターネット上で
双方向のコミュニケーションを行うスキルを獲得
しておらず，全体として情報交換の場の設定が準
備不足であった。
4．課題の内容と分析
上記取り組みを行い，以下のような課題が浮き
彫りになった。
1，保護者の関心がそれほど高まらず，ゴーヤを
通しての交流は活発にならなかった。
2，学童保育スタッフや児童の保護者，ゴーヤク
ラブ関係者等，プログラム関係者たちが交流
する場として設定したブログが充分に機能し
なかった。
3，プログラムにおける教育的配慮が充分ではな
かった。
当初，ゴーヤカーテンの観察と実験の内容を，
夏休みの自由研究という形で家庭で仕上げること
により，保護者のゴーヤカーテンへの関心が高ま
り交流が活発になることがねらいだったが，自由
研究には各家庭のこだわりがあり，ゴーヤカーテ
ンの観察を取り入れていただくことが難しかっ
た。そのため，プログラムの内容を「自由研究に
向けた取り組み」から「ゴーヤにより地球環境に
関心を持ち，研究の楽しさを知ってもらう」内容
に変更した経緯がある。その後もゴーヤクラブの
リーフレットの配布，ゴーヤレシピ冊子の配布，
ゴーヤ見どころマップの配布を行い，保護者に働
きかけたが，ゴーヤクラブのFacebookページへ
のアクセスも記録されず，交流の動きが見られな
かった。
原因としては，家庭が学童保育に望むことは，
児童が学術的興味関心を上げることではなかった
ため，児童と家庭の間に立つ指導員にも，児童が
学術的興味関心を上げることに割く労力がなかっ
たためが考えられる。
そよかぜブログが交流の場にならなかった原因
は，そもそものそよかぜブログの使用のされ方が，
運営側からの一方的な児童の様子の報告にとどま
っていたこと，ゴーヤの活動の報告がされる前は，
しばらくブログの更新がなされていなかったの
で，恒常的な閲覧者がいなかったことが考えられ
る。また，ゴーヤクラブでは，普段の活動報告を
Facebookで行っていたため，同じコミュニケー
ションフィールドに立てなかったことも原因と考
えられる。
教育的配慮がなされていなかったとは，熱環境・
温暖化防止の講習会において，児童に考える機会
を与えずに答えまで教えてしまった点である。原
因は，大学側からの伝達不足もあり，プログラム
の到達目標について，あらかじめ話し合いを持つ
べきだった。
今回のプログラムにおいて，ゴーヤクラブは，
地域社会の将来的担い手との接点ができ，知識の
伝達ができて，満足感が得られている。今後，小
学校へのゴーヤカーテンの普及と教育に主眼をお
いての活動の展開を考えている。
一方，学童の児童は，知識の受容は為しえたが，
地球温暖化に寄与するゴーヤカーテンの役割を理
解しているかは不明である。また，ゴーヤカーテ
ンの育成，ゴーヤクラブのメンバーや学生ボラン
ティアとの交流はその場限りで継続性がない。た
だし，日頃学童と関わらない人たちの来訪による
驚きと楽しみ，五感に訴える体験により，ゴーヤ
と取り組んだ記憶が残る。
以上の点を総合的に考えると，双方向の継続的
な交流が実現できなかったことが今後の課題とい
える。
ま　と　め
本研究で明らかになった点は，以下のとおりで
ある。
1，世代間交流のツールとしての「ゴーヤ」の有
用性と限界
2，プログラムに関わる資源に対する重要性の確
認不足
3，プログラム実施結果，関係者が受け取るイン
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センティブの不平等
植物としての「ゴーヤ」を共に育てて観察する
という共有がなされるため，これを用いた世代間
交流の場を設けることは可能である。しかしなが
ら，学童保育に家庭が望むことは，児童が学術的
興味関心を上げることではなかったため，このシ
ステムの有用性が充分に理解されたとは言いがた
い。
また，本プログラムでは，交流するためのブロ
グや熱環境を教えるためのスライド，学ぶ場など，
様々な資源は用意し，それに携わる人的資源もネ
ットワーク化したものの，関わっている人たちが
それを価値ある資源として活用しきれていなかっ
た面がある。
さらに，プログラム実施結果，講師として招い
たゴーヤクラブのメンバー及びゴーヤクラブの活
動は，児童への知識伝達の方向に向かうなど，望
ましい成果が現れた一方，保護者の無関心，指導
員の負担増加などマイナスの側面も浮き彫りにな
った。よって，プログラムに関わる関係者が受け
取ったインセンティブには，不平等が生じている
ため，今後最も改善を要する点といえる。
本研究によって，「ゴーヤ」というツールを用
いての世代間交流の場を設けることは可能性の一
端は確認されたが，課題が明確になったため，今
後の改善がのぞまれる。
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